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4
月
25
日

　蔵
の
ま
ち
喜
多
方 

桜
ウ
ォ
ー
ク

4月26日　棚田の桜ウォーク

4月26日　棚田の桜ウォーク

　4月25日は日中線記念自転車歩行者道に2,200人も
の参加者が満開のしだれ桜の中を、4月26日には山都
町沼の平集落で棚田の桜ウォークに200名の参加者が
山間の約8㌔㍍を歩きました。
　今年の冬は長く厳しかった分、春を告げ一斉に咲
いた桜は、いつもより美しく感じられました。



K
ITA

K
A

TA
 P

H
O

TO
 N

EW
S

　　広報きたかた　2015.6◯15

4月29日　春季消防検閲

5月17日　市民ゲートボール大会

喜
多
方

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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今
回
の
支
給
は
、
２
月
分
か

ら
５
月
分
が
振
込
に
な
り
ま
す
。

　

個
別
に
支
給
通
知
は
送
付
し

ま
せ
ん
の
で
、
登
録
さ
れ
て
い

る
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
金
時
刻

は
金
融
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

問 

こ
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係

☎（
２４
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ
ス

班
　

多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
保
育
所
の

保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

●
補
助
の
対
象
者　

　

１８
歳
未
満
の
児
童
が
３
人
以

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、「
児
童
手
当
現
況
届
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届
は
、

６
月
１
日
現
在
の
受
給
者
お
よ

び
児
童
の
状
況
と
前
年
の
所
得

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
６
月
上

旬
に
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
の
な
い
場
合
は
６
月
以

降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

申 

こ
ど
も
課 

子
育
て
支
援

係☎（
２４
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ
ス

班
児
童
手
当
の
現
況
届
を

忘
れ
ず
に

６
月
15
日
は
児
童
手
当
の

定
時
支
給
日
で
す

保
育
所
の
多
子
世
帯
保
育
料

軽
減
事
業
費
補
助
金

　情報ステーション
は市民の皆さんの生
活に直結するいろい
ろな制度や催しなど
を紹介するコーナー
です。
　情報の詳細につい
ては、問へ連絡して
ください。

市民課と税務課の
証明業務を、午後7
時まで延長してい
ます。
※税務諸証明は本
庁のみで対応。
◆月曜日（塩川総合
　支所）
◆火曜日（本庁、高
　郷総合支所）
◆水曜日（熱塩加納
　総合支所）
◆木曜日（山都総合
　支所）
◆金曜日（本庁）

情報
ステーション

問

補
助
・
支
援

今月の納期

1日　自動車税（全期）

25日  市県民税（1期）

上
い
る
世
帯
に
お
い
て
、
第
３

子
以
降
で
平
成
２７
年
４
月
１
日

現
在
３
歳
未
満
の
児
童
の
保
育

所
保
育
料
を
支
払
っ
て
い
る
保

護
者

●
申
請
の
方
法

　

申
請
用
紙
は
、
こ
ど
も
課
お

よ
び
市
内
の
公
立
・
認
可
保
育

所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
保
育
所

を
通
じ
て
申
請
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
可
外
保
育
所
に
入
所
し
て

い
る
方
は
、
直
接
こ
ど
も
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
育
所
保
育
料
に
未
納
が
あ

る
場
合
な
ど
、
補
助
の
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

●
支
払
方
法　

年
２
回（
９
月
と
翌
年
３
月
）

●
締
め
切
り　

１１
月
２７
日（
金
）

※
な
お
、
１
回
目
の
支
払
が
さ

れ
る
の
は
、
６
月
３０
日
ま
で
申

請
さ
れ
た
方
に
な
り
ま
す
の
で
、

７
月
以
降
申
請
さ
れ
た
方
は
、

２
回
目
に
ま
と
め
て
お
支
払
い

た
し
ま
す
。

問 

申 

こ
ど
も
課 

子
育
て
支
援

係☎（
２４
）５
２
２
９

　

６
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、

特
定
疾
患（
難
病
）で
治
療
中
の

方
、
腎
臓
機
能
障
害
で
透
析
治

特
定
疾
患
患
者
の

見
舞
金

問

申

問

問

申

申
請
の
方
法



　　広報きたかた　2015.6◯17

情 報 ステーション

老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
等

事
業（
住
宅
用
火
災
警
報
器
）

自
立
相
談
支
援　

相
談
窓
口

「
市
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

療
を
受
け
て
い
る
方
、
遷
延
性

意
識
障
が
い
の
方
、
ま
た
は
そ

の
保
護
者
の
方
に
年
額
１
万
５

０
０
０
円
の
見
舞
金
を
支
給
し

ま
す
。

※
支
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

●
申
請
期
間

　

６
月
１
日（
月
）～
３０
日（
火
）

土
・
日
を
除
く
午
前
８
時
３０
分

～
午
後
５
時
１５
分

●
持
参
す
る
も
の

①
次
の
い
ず
れ
か
…
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
、
軽
快
者
の
方

は
特
定
疾
患
登
録
者
証
、
小
児

慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

認
定
証
、
先
天
性
血
液
凝
固
因

子
障
害
等
医
療
受
給
者
証
、
腎

臓
機
能
障
害
の
方
は
身
体
障
害

者
手
帳
、
遷
延
性
意
識
障
が
い

の
方
は
医
師
の
診
断
書

②
預
金
通
帳

●
支
給
日　

９
月
３０
日（
水
）

●
支
給
方
法　

口
座
振
込

問 

申 

社
会
福
祉
課 

障
が
い
福

祉
係

☎（
２４
）５
２
７
６
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ
ス

班
　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
き
、
生
活
上
の
困
難
に
直

面
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
専

門
の
支
援
員
が
相
談
に
応
じ
、

自
立
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
「
家
族
が
病
気
で
働
け
な
い
」、

「
自
分
に
合
っ
た
仕
事
が
見
つ

か
ら
な
い
」
な
ど
経
済
的
な
問

題
で
お
困
り
の
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
名
称　

喜
多
方
市
生
活
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー（
喜
多
方
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
）

●
日
時　

月
～
金（
午
前
８
時

３０
分
～
午
後
５
時
１５
分（
土
日

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

●
場
所　

喜
多
方
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
内

※
相
談
に
来
ら
れ
な
い
方
に
は
、

相
談
支
援
員
が
訪
問
す
る
な
ど
、

そ
の
方
に
あ
っ
た
方
法
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

問 

申 

喜
多
方
市
生
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー（
喜
多
方
市
社
会

福
祉
協
議
会
内
）

☎（
２３
）３
２
３
１

社
会
福
祉
課 

福
祉
総
務
係

☎（
２４
）５
２
５
７
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ
ス

班
　

市
で
は
、
平
成
２１
・
２２
年
度

に
高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の
住
宅

用
火
災
警
報
器
給
付
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
未
設
置
の
世
帯
が

あ
る
た
め
平
成
２７
年
度
は
、
老

人
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

と
し
て
火
災
警
報
器
給
付
事
業

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
世
帯

　

市
内
に
在
住
し
、
居
宅
で
生

活
を
し
て
い
る
、
６５
歳
以
上
の

一
人
暮
し
高
齢
者
ま
た
は
高
齢

者
の
み
の
世
帯
で
、
か
つ
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
世
帯
で
生
活
保
護
法

に
よ
る
被
保
護
世
帯
ま
た
は
生

計
の
中
心
者
の
前
年
の
所
得
税

が
非
課
税
の
世
帯

●
給
付
内
容

１
世
帯
に
つ
き
住
宅
用
火
災
警

報
器（
煙
式
）２
個
ま
で

※
「
寝
室
」
と
「
階
段
」
の
み

が
設
置
対
象
で
、
市
が
委
託
し

た
事
業
所
が
設
置
し
ま
す
。

●
費
用

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
手
続
き

　

高
齢
福
祉
課
お
よ
び
各
総
合

支
所
住
民
課
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
申
請
受
付
開
始

６
月
１
日（
月
）か
ら

問 

申 

高
齢
福
祉
課 

い
き
が
い

支
援
係

☎（
２４
）５
２
３
０
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ
ス

班

問

申

問

申

問

申

日時　平成27年6月21日（日）10：00～12：00
会場　喜多方プラザ大ホール　入場無料

土地・建物の調査測量
会社・法人の登記

農地法３条・５条の許可申請

ビービー
火事です！
　火事です！

相談
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取
得
に
係
る
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
も
行
い
ま
す
。

●
日
時　

６
月
２１
日（
日
）午
前

９
時
～
正
午

※
現
地
集
合
午
前
９
時

●
場
所　

喜
多
方
猟
友
会
研
修

セ
ン
タ
ー（
山
都
町
）

●
募
集
人
員　

１０
人

●
締
め
切
り　

６
月
１７
日（
水
）

●
送
迎
を
希
望
す
る
場
合
は
、

午
前
８
時

３０
分
に
市
役
所
前
駐

車
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

問 

申 

環
境
課 

環
境
推
進
係

☎（
２４
）５
２
６
１

●
日
時　

６
月
２０
日（
土
）午
後

１
時
３０
分
～
３
時

●
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ　

２

階
視
聴
覚
室

●
内
容　

若
松
城
再
建
５０
年
を

期
に
、
若
松
城
の
歴
史
や
構
造
、

城
下
町
の
成
り
立
ち
な
ど
に
つ

い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
分
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

●
講
師　

会
津
若
松
市
教
育
委

員
会
文
化
課 

近
藤
真
佐
夫
先

生※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

問 

文
化
課

☎（
２４
）５
３
２
３

許
を
新
規
に
取
得
す
る
方

②
免
許
取
得
後
、
市
内
の
有
害

鳥
獣
被
害
防
止
活
動
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

③
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

④
免
許
取
得
後
は
福
島
県
猟
友

会
喜
多
方
支
部
に
加
入
す
る
方

⑤
転
出
な
ど
の
見
込
み
が
な
い

方⑥
そ
の
他
、
有
害
鳥
獣
被
害
防

止
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
理
由
が
な
い
方

問 
申 
環
境
課 

環
境
推
進
係

☎（
２４
）５
２
６
１

　

市
で
は
、
新
規
狩
猟
者
の
育

成
の
た
め
、
福
島
県
猟
友
会
喜

多
方
支
部
が
主
催
す
る
分
会
対

抗
射
撃
大
会
の
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
狩
猟
に
興
味
を
持

つ
市
民
な
ど
が
射
撃
大
会
の
見

学
を
通
じ
て
、
狩
猟
免
許
の
取

得
に
向
け
、
取
り
組
め
る
よ
う

支
援
す
る
も
の
で
す
。
射
撃
大

会
の
見
学
の
ほ
か
、
新
規
狩
猟

者
育
成
事
業
補
助
金
の
説
明
や

　

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

お
よ
び
人
的
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

ま
た
被
害
防
止
体
制
を
将
来
に

わ
た
っ
て
維
持
す
る
の
に
必
要

な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
新

規
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
市

民
の
方
に
対
し
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る

方
は
、
申
請
前
に
あ
ら
か
じ
め

新
規
狩
猟
者
育
成
事
業
実
施
計

画
認
定
申
請
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
、
事
業
実
施
計
画
の
認

定
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
補
助
金
交
付
対
象
者

①
当
該
年
度
に
鳥
獣
の
保
護
お

よ
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
に
規
定
す
る
わ
な
猟
免

許
、
も
し
く
は
第
１
種
銃
猟
免

補
助
・
支
援

イ
ベ
ン
ト

喜
多
方
市
新
規
狩
猟
者

育
成
事
業
補
助
金

第
１
回
市
史
セ
ミ
ナ
ー

「
若
松
城
と
城
下
町
」

き
た
か
た
喜
楽
里
杯

将
棋
大
会

猟
友
会
分
会
対
抗

射
撃
大
会
見
学
会

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
「
第
７２
期

将
棋
名
人
戦
」
の
記
念
事
業
と

し
て
、
プ
ロ
棋
士
を
招
待
し
て

の
将
棋
教
室
、
将
棋
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

 

き
た
か
た
将
棋
教
室

●
開
催
日　

７
月
１１
日（
土
）

●
会
場　

塩
川
公
民
館

●
内
容

［
第
１
部
］

「
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
」

●
時
間　

午
後
１
時
３０
分
～
２

時
３０
分

●
出
演
棋
士　

西
村
一
義 

九
段
、
島
朗 

九
段
、

真
田
圭
一 

七
段
、
鈴
木
環
那 

女
流
二
段

［
第
２
部
］

「
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
対
局
」

プ
ロ
棋
士
に
よ
る
多
面
指
し
に

よ
る
指
導
将
棋

●
時
間　

午
後
２
時
４５
分
～
４

時

 

き
た
か
た
喜
楽
里
杯
将
棋
大
会

●
日
時　

７
月
１２
日（
日
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

●
会
場　

塩
川
ふ
る
さ
と
会
館

●
参
加
資
格　

将
棋
が
好
き
な

方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加

問

申

問

申

問
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☎（
２４
）５
２
０
７

　

食
事
に
関
す
る
こ
と
を
中
心

に
、
運
動
や
野
外
研
修
な
ど
を

取
り
入
れ
、
健
康
な
生
活
を
送

る
た
め
の
知
識
習
得
を
目
的
と

し
た
教
室
で
す
。
普
段
の
生
活

を
見
直
し
「
こ
つ
こ
つ
」
と
知

識
を
得
な
が
ら
気
に
な
る
生
活

習
慣
を
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
健
康
に
つ
い
て
の
関
心

の
あ
る
方
、
家
族
の
食
事
作
り

に
役
立
て
た
い
方
、
ぜ
ひ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
２０
時
間
以
上
出
席
し

て
終
了
し
ま
す
と
、
喜
多
方
市

食
生
活
改
善
推
進
員（
通
称
：

食
改
さ
ん
）と
し
て
、
引
き
続

き
健
康
に
つ
い
て
の
研
修
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
開
催
期
間　

平
成
２７
年
６
月

４
日（
木
）～
平
成
２８
年
２
月

●
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
随
時
申
込
み
可
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
申 

保
健
課 

健
康
推
進
室

☎（
２４
）５
２
２
３

　

戦
後
７０
年
記
念
米
沢
市
平
和

都
市
宣
言
事
業
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

●
日
時　

６
月
２７
日（
土
）

昼
公
演
午
後
１
時
３０
分
開
演

夜
公
演
午
後
６
時
３０
分
開
演

●
場
所　

伝
国
の
杜
置
賜
文
化

ホ
ー
ル

●
料
金　

前
売　

３
０
０
０
円

当
日　

３
５
０
０
円

全
席
自
由

問 

申 

山
形
県
米
沢
市 

総
務
課

☎
０
２
３
８（

２２
）５
１
１
１

内
線
２
１
０
３

　

市
で
は
、
合
併
１０
周
年
の
節

募　

集

喜
多
方
市
市
民
の
歌
制
定

委
員
会
の
委
員

演
劇

「
奇
跡
の
歌
姫 

渡
辺
は
ま
子
」

「
こ
つ
こ
つ
栄
養
教
室
」

参
加
者

可
能

●
部
門
お
よ
び
定
員

Ａ
ク
ラ
ス（
三
段
以
上
）１６
人

Ｂ
ク
ラ
ス（
初
段
～
二
段
）２４
人

Ｃ
ク
ラ
ス（
級
位
者
）　

２４
人

Ｄ
ク
ラ
ス（
初
心
者
）　

３２
人

Ｅ
ク
ラ
ス（
中
学
生
）　

１６
人

Ｆ
ク
ラ
ス（
小
学
生
）　

３２
人

●
審
判　

西
村
一
義 

九
段（
審

判
長
）、
島　

朗 

九
段（
副
審
判

長
）、
真
田
圭
一 

七
段（
審
判
）、

鈴
木
環
那 

女
流
二
段

●
そ
の
他　

対
局
終
了
後
、
希

望
者
に
対
し
て
審
判
棋
士
に
よ

る
指
導
対
局
を
行
い
ま
す
。

●
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
①

氏
名
、
②
年
齢（
学
年
）、
③
住

所
、
④
電
話
番
号
、
⑤
参
加
イ

ベ
ン
ト（
複
数
可
）、
⑥
参
加
ク

ラ
ス
を
明
記
の
う
え
、
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

（
申
込
先
）〒
９
６
６

−

８
６
０

１
喜
多
方
市
字
御
清
水
東
７
２

４
４
番
地
２

文
化
課
き
た
か
た
喜
楽
里
杯
将

棋
大
会 

担
当
宛

Ｅ
メ
ー
ル bunka@

city.kitaka
ta.fukushim

a.jp 

問 

申 

文
化
課

☎（
２４
）５
３
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ（

２５
）７
０
７
５

目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
民

の
一
体
感
を
さ
ら
に
高
め
る
と

と
も
に
、
郷
土
愛
、
誇
り
の
醸

成
を
図
る
た
め
「
喜
多
方
市
市

民
の
歌
」
を
作
成
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
歌
詞
の
募
集

や
選
定
・
活
用
策
な
ど
を
検
討

す
る
「
喜
多
方
市
市
民
の
歌
制

定
委
員
会
」
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を

有
す
る
１８
歳
以
上
６５
歳
以
下
の

方（
３
つ
以
上
、
市
の
審
議
会

な
ど
の
委
員
に
選
定
さ
れ
て
い

な
い
方
）

●
募
集
人
数　

３
人
程
度

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成

２８
年
３
月
３１
日
ま
で

●
委
員
会
の
開
催　

４
回
程
度

●
応
募
方
法　

任
意
様
式
に

「
ふ
る
さ
と
喜
多
方
と
市
民
の

歌
」
に
つ
い
て
の
考
え
を
４
０

０
字
程
度
の
作
文
に
ま
と
め
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
持

参
、
郵
送
も
し
く
は
Ｅ
メ
ー
ル 

kikaku@
city.kitakata.fuku

shim
a.jp

に
よ
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
期
限　

６
月
１９
日（
金
）

問 

申 

企
画
調
整
課 

政
策
調
整

室

問

申

問

申

問

申

問

申

〒966-0086 喜多方市字西四ッ谷43番地 102
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●
開
催
日
時

７
月
１３
日（
月
）午
後
１
時
１５
分

～●
開
催
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
申
込
締
切
日

７
月
６
日（
月
）

問 

申 

保
健
課 

健
康
推
進
室

☎（
２４
）５
２
２
３
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ
ス

班― 

在
職
者
の
皆
さ
ん
へ 

―

【
第
二
種
電
気
工
事
士（
実
技
）】

●
日
程　

７
月
１３
日（
月
）、
１４

日（
火
）、１６
日（
木
）、２１
日（
火
）、

２３
日（
木
）、
２４
日（
金
）

午
後
４
時
３０
分
～
午
後
７
時
３０

分●
受
講
料　

４
３
０
０
円　

教

材
費　

１
万
５
０
０
０
円

●
申
込
締
切　

６
月
２９
日（
月
）

●
定
員　

１０
名

●
申
込
方
法　

本
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.tc-aizu.
ac.jp/academ

y/keiei/index.
htm

l

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
「
受
講
申
込
書
」
に
記
入
し
、

Ｅ
メ
ー
ル aizu-ta@

pref.fuku
shim

a.lg.jp

、
郵
送（
〒
９
６
９

―
３
５
２
７
喜
多
方
市
塩
川
町

御
殿
場
４
の
１６
）、
持
参
、
も

し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

　

毎
年
就
職
率
１
０
０
％
を
達

成
し
て
い
る
本
校
の
３
つ
の
科

（
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科
・

電
気
配
管
設
備
科
・
自
動
車
整

備
科
）の
魅
力
を
説
明
い
た
し
ま

す
。

●
日
時　

６
月
７
日（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
０
時
３０
分

●
会
場　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津

●
内
容　

本
校
概
要
、
各
科
説

明
、
体
験
授
業
、
個
別
相
談

●
対
象　

高
校
生
、
保
護
者
、

既
卒
の
若
年
者
な
ど

問 

申 

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ

デ
ミ
ー
会
津

☎（
２７
）３
２
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２７
）３
３
１
２

　

い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、
虐
待
、

体
罰
な
ど
子
ど
も
の
抱
え
る
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
電
話
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
第
１
次
試
験
日

９
月
６
日（
日
）

問 

申 

仙
台
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
研
修
係

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

内
線
３
２
３
６
ま
た
は
人
事
院

東
北
事
務
局

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

　

国
土
交
通
省
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
広
く
住
民
の
理

解
と
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
昭
和
５８
年
度
か
ら
毎

年
６
月
を
「
ま
ち
づ
く
り
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
２２
年
度
に
喜

多
方
市
景
観
条
例
を
施
行
し
、

平
成
２４
年
４
月
に
は
景
観
色
彩

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
な

ど
、
喜
多
方
ら
し
い
景
観
形
成

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
２７
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

月
間
の
テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
が

集
う
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま

ち
並
み
や
身
近
な
風
景
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
と
景
観
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

喜
多
方
市
景
観
計
画
概
要
版

お
よ
び
景
観
色
彩
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン（
概
要
版
）の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

建
設
課 

ま
ち
づ
く
り
推
進

室☎（
２４
）５
２
４
１

　

最
近
「
眠
れ
て
い
な
い
な
…
」

「
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
な

…
」「
何
も
す
る
気
が
お
き
な

い
な
…
」
な
ど
で
お
悩
み
の
方
、

ま
た
は
そ
の
家
族
の
方
、
こ
の

機
会
に
※
臨
床
心
理
士
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
費
用
は
無

料
で
す
が
電
話
で
の
予
約
が
必

要
で
す
。

※
臨
床
心
理
士
と
は
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
な
ど
の
方
法
を
使

い
、
心
の
相
談
援
助
を
行
う
専

門
家
で
す
。

　

税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
活
躍
す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
受
験
資
格　

①
平
成
２７
年
４

月
１
日
に
お
い
て
、
高
等
学
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
お

よ
び
平
成
２８
年
３
月
ま
で
に
高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
、

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

者●
受
験
申
込
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

６
月
２２
日

（
月
）～
７
月
１
日（
水
）

郵
送
ま
た
は
持
参 

６
月
２２
日

（
月
）～
６
月
２４
日（
水
）

●
受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
し
込
み
は
原
則
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
と
す
る
。

※
郵
送
ま
た
は
持
参
用
の
受
験

申
込
書
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た

は
人
事
院
東
北
事
務
局
へ
請
求

募　

集

お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
国
家
公
務
員

税
務
職
員（
高
校
卒
業
程
度
）

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

受
講
生
募
集
な
ど

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

６
月
は『
ま
ち
づ
く
り
月
間
』

６
月
１
日
は「
景
観
の
日
」

問

申

問

問

申

問

申
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●
日
時　

６
月
１１
日（
木
）、
７

月
９
日（
木
） 

い
ず
れ
も
午
前
１０

時
３０
分
～
午
後
４
時

●
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
第
一

会
議
室

●
相
談
時
間　

一
人
３０
分
程
度

※
事
前
に
予
約
さ
れ
た
方
の
み

利
用
で
き
ま
す
。
必
ず
相
談
日

の
１
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予

定
人
数
と
な
り
次
第
締
め
切
り

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い

ま
す
。

問 

申 

会
津
若
松
年
金
事
務
所

と（
土
地
、
建
物
の
明
け
渡
し

な
ど
）、
家
庭
や
親
族
の
問
題

（
離
婚
・
相
続
・
成
年
後
見
制
度
・

氏
や
名
の
変
更
な
ど
）

●
申
し
込
み
方
法　

電
話
に
よ

る
予
約（
開
催
日
の
３
日
前
ま

で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

※
予
約
が
な
い
場
合
に
は
、
職

員
が
出
張
し
ま
せ
ん
。

問 

申
福
島
地
方
裁
判
所
会
津
若
松
支

部
庶
務
課

☎
０
２
４
２（
２６
）５
７
２
５

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン（
給
与
所
得

者
）の
住
民
税
は
、
地
方
税
法
の

定
め
に
よ
り
、
支
払
い
を
受
け

る
給
与
か
ら
差
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
２７
年
度
分
の
住
民
税
は

６
月
支
払
分
給
与
か
ら
翌
年
５

月
分
ま
で
１２
カ
月
の
差
引
き
で

納
付
い
た
だ
き
ま
す
。
納
め
忘

れ
の
心
配
の
な
い
、
住
民
税
の

特
別
徴
収
制
度
に
ご
理
解
願
い

ま
す
。

※
従
業
員
の
方
の
選
択
制
や
希

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

税　

金

年　

金

年
金
相
談
の
受
け
付
け

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

平
成
26
年
度
国
民
年
金
保
険

料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
皆
さ
ん
の

住
民
税
は
特
別
徴
収（
給
与

天
引
き
）と
な
り
ま
す

●
期
間　

６
月
２２
日（
月
）～
２８

日（
日
）

●
時
間　

午
前
８
時
３０
分
～
午

後
７
時（
た
だ
し
、
６
月
２７
日

（
土
）・
２８
日（
日
）は
午
前
１０
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

問 

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課

☎
０
２
４（
５
３
４
）１
９
９
４

●
日
時　

６
月
２６
日（
金
）午
前

１０
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

厚
生
会
館
第
１
会
議

室●
手
続
案
内
の
内
容　

金
銭
問

題（
貸
金
・
売
買
代
金
・
借
金

返
済
な
ど
）、
土
地
建
物
の
こ

裁
判
手
続
案
内

望
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
退
職
さ
れ
た
方
や
通
年
雇
用

で
な
い
方
な
ど
特
別
な
場
合
を

除
き
ま
す
。

問 

税
務
課 

市
民
税
班

☎（
２４
）５
２
１
７

　

平
成
２６
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
免
除
・
納
付
猶
予（
平
成

２６
年
７
月
～
平
成
２７
年
６
月
）

の
申
請
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７

年
度
へ
の
移
行
期
間
と
し
て
７

月
以
降
も
受
付
可
能
と
は
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
７
月
以
降
は

平
成
２７
年
度
の
受
付
も
開
始
さ

れ
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
の
際
に
添
付
書

類
な
ど
が
必
要
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

会
津
若
松
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
２（
２７
）５
３
２
１

市
民
課 

市
民
窓
口
班（
国
民
年

金
担
当
）

☎（
２４
）５
２
２
６

お
客
様
相
談
室

☎
０
２
４
２（
２７
）５
３
２
１

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
で
⑨
の
次
に
⑤

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

・
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
火
曜
日
）午
前
８
時
３０
分

～
午
後
７
時

・
火
曜
日
～
金
曜
日　

午
前
８

時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

・
第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
３０

分
～
午
後
４
時

☎
０
５
７
０（
０５
）１
１
６
５

問

問

申

問問

問

申ふるさと納税（寄附）への
ご協力ありがとうございます
　平成27年度の寄附の状況は、4月末現在
で50人の方から47万円をお寄せいただき
ました。
　市では、ご寄附いただきました皆さんの
お気持ちに沿えるよう、大切に使わせてい
ただきたいと考えております。
　これまでの詳細および申し込み方法な
どは市のホームページをご覧ください。
　今後とも「ふるさと喜多方」に対するご
支援をよろしくお願いします。
問 申 企画調整課 地域振興対策室
　　  ☎（24）5209
問申



22広報きたかた　2015.6 ◯

●低所得の方への支援策
　所得の低い方（下表の第1段階〜第3段階）は、利用者負担が過重にならないよう支援策が講じられて
います。

設定区分 対　　象　　者
第1段階 ・生活保護受給者　・老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税の方

第2段階 ・世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円
以下の方

第3段階 ・世帯全員が市民税非課税で、第2段階以外の方

≪介護保険負担限度額の認定による軽減について≫
　介護保険施設に入所されている方（グループホーム、小規模多機能居宅介護、特定施設入所者生活介
護を除く）、ショートステイを利用されている方は、介護サービスとは別に居住費・食費を負担いただ
くこととなります。具体的な金額は利用者と施設の契約により定められますが、第1段階〜第3段階の
条件に該当する方は、居住費・食費の自己負担の上限（限度額）が決められ、負担が軽減されます。
　なお、認定には所定の手続き「介護保険負担限度額認定申請書」の提出が必要となります。
※申請月から認定となり、有効期限は毎年7月31日です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円、金額は1日あたり）

利用者
負担段階

居住費
食費従来型個室

（老健･療養） 多床室 ユニット型
個室

ユニット型
準個室

第1段階 490（320） 0 820 490 300
第2段階 490（420） 370 820 490 390
第3段階 1,310（820） 370 1,310 1,310 650

※平成27年8月から認定が変わります
1．住民票上世帯が異なる（世帯分離している）配偶者の所得も判断材料とします。
　（婚姻届を提出していない事実婚も含みます。DV防止法における配偶者からの暴力を 
　受けた場合や行方不明の場合は対象外とします）
2．預貯金などが単身1,000万円以下、夫婦2,000万円以下であること。
　（預貯金などとは、預貯金、有価証券、時価評価額が容易に把握できる貴金属、現金
　などをいいます）
　（金融機関への照会を実施することになります）
3．非課税年金（遺族年金、障害年金）を収入として算定します。
4．不正があった場合には、ペナルティ（加算金）が課せられます。

≪介護保険サービス利用料の助成制度について≫
　第1段階（生活保護受給者を除く）、第2段階、第3段階の方で、在宅サービス（地域密着型サービスを
除く）を利用した場合、ケアプランに基づいて支払った在宅サービスに係る自己負担（食費・居住費な
どを除く）の30%を助成します。
※制度を利用するには「介護保険サービス利用料助成金支給対象者登録申請」が必要です。
※認定は申請書を受理した月から適用になり、有効期限は毎年6月30日です。
※認定を受けた方は事業所が発行した領収書を添えて、助成金の請求をしてください。

≪更新の申請について≫
　現在、「介護保険負担限度額」と「介護保険サービス利用料の助成制度」の認定を受けている方は、
忘れずに更新の手続きを行ってください。

問 高齢福祉課 介護保険・予防室　☎（24）5231または各総合支所住民課市民サービス班
 　【熱塩加納☎ （36）2113、塩川☎（27）2153、山都☎（38）3821、高郷☎0241（44）2113】

介護保険の負担の軽減について

問
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をの

　市では、開かれた市政運営を行うため、情報
公開制度を実施しています。制度のあらましと
平成26年度の実施状況をお知らせします。

   情報公開制度とは
　この制度は、市が保有する公文書（情報）のう
ち、皆さんから請求があった情報を原則公開の
基本理念に基づき公開するものです。

   対象となる公文書
　市の職員が職務上作成した文書や取得した文
書、図面、写真などで、決裁や回覧の手続が終
了し、管理しているものになります。

   請求の方法
　請求書に必要事項を記入し、情報公開窓口（本
庁総務課または各総合支所住民課地域振興班）に
提出してください。電話などにより口頭で請求
することはできません。

   公文書の開示などの決定
　特別な事情がない限り、請求書が提出された
日から15日以内に行います。

   開示の方法
　公文書の開示は、閲覧と公文書の写しの交付
の両方またはいずれかの方法により行います。

   開示に必要な費用
　閲覧に要する費用は、無料ですが、写しの交
付を希望する場合は、コピー代（カラー1枚につ
き30円、白黒1枚につき10円）を負担していただ
きます。

   原則公開の例外
　この制度は、「原則公開」ですが、市が保有す
る情報には、個人に関するもの、公開すると法
人などの利益を侵害するものなどがありますの
で、例外として公開できない場合があります。

   公文書開示の実施状況
　平成26年度情報公開制度および個人情報保護制
度に係る開示などの実施状況は右表のとおりです。

市
公開しています

   情報公開制度
1公文書の開示の請求および申出の状況

（1）請求権者別の内訳　　　　  　　　（単位：件）
件数

請　
　
　

求

市の区域内に住所を有する者からの請求 2
市の区域内に事務所または事業所を有する
個人および法人その他の団体からの請求 0

市の区域内に存する事務所または事業所に
勤務する者からの請求 0

市の区域内に存する学校に在学する者から
の請求 0

小　　　計 2
申 

出
件数

請求権者以外の者からの申出 3
合　　　　　計 5

（2）実施機関別の内訳　　　　　　  　（単位：件）
実施機関の区分 請求 申出 合計

市　
　

長

総合政策部 0 0 0
総　務　部 0 1 1
市　民　部 0 0 0
産　業　部 0 0 0
建　設　部 0 2 2
水　道　課 0 0 0

教育委員会 1 0 1
選挙管理委員会 1 0 1
監査委員 0 0 0
農業委員会 0 0 0
固定資産評価審査委員会 0 0 0
議会 0 0 0

合　　　計 2 3 5
2公文書の開示の決定などの状況

（1）決定などの状況　　　　　　  　　（単位：件）
区　　　分 請求 申出 合計

決　

定

開　　示 1 2 3
部分開示 1 1 2
不  開  示 0 0 0
小　　計 2 3 5

請求または申出の取下げ 0 0 0
公文書の不存在 0 0 0

合　　　　　計 2 3 5
（2）部分開示・不開示理由の内訳

　個人情報を除いた部分開示　1件
　事業情報を除いた部分開示　1件
3　不服申立ての状況
　平成26年度における不服申立ての件数　0件

   個人情報保護制度
1自己情報に係る請求件数　　 　　　 （単位：件）

開示請求 訂正請求 取扱是正請求
1 0 0

2開示請求に対する決定などの状況　  （単位：件）
開示 部分開示 不開示 不存在 取下げ 却下 合計

1 0 0 0 0 0 1
3　不服申立ての状況
　平成26年度における不服申立ての件数　0件

問 申 総務課行政係☎（24）5204問申

情 報
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◆調査のポイント◆
　◎調査の期日　平成27年10月1日現在で実施します。
　◎調査の対象    平成27年10月1日現在、日本国内にふだん住んでいるすべての人（外国人を含む）
　　　　　　　　および世帯を対象とします。
　◎調査事項                                                        
　　★世帯員について（13項目）
　　　「氏名」・「男女の別」・「世帯主との続き柄」・「出生の年月」・「配偶者の有無」
　　　「国籍」・「現在の場所に住んでいる期間」・「5年前にはどこに住んでいましたか」
　　　「9月24日から30日までの1週間に仕事をしましたか」・「従業地又は通学地」
　　　「勤めか自営かの別」・「勤め先、業主などの名称および事業の内容」・「本人の仕事の内容」
　　★世帯について（4項目）
　　　「世帯員の数」・「住居の種類」・「住宅の建て方」・「世帯の種類」

◆調査の流れ◆
　　調査は、調査員が各世帯を訪問して「インターネット回答の利用案内」を配布したあと、インタ
　ーネットによる回答のなかった世帯にのみ調査票を配布する方法で行われます。

◆結果の公表◆　　
　　調査の結果は「人口速報集計」を平成28年2月、その後、年齢別人口、世帯の状況などの詳しい調
　査結果を、平成28年10月末までに公表する予定です。公表した調査結果については、総務省統計局
　のホームページのほか、都道府県立図書館などで、どなたでもご覧いただけます。

問 企画政策部情報政策課☎（24）5214　※詳しくは「国勢調査キャンペーンサイト」へgo!→
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （http://kokusei2015.start.go.jp/）

パソコン
スマートフォンでも

回答ＯＫ！

国勢調査についてのお知らせ　第１号

国勢調査は、福祉施策や生活
環境整備、災害対策など、日本の未来を

つくるために欠かせないさまざまな施策の計画策定
などに利用するため、５年に一度

実施されます。

問
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●支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成27年4月1日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や

「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」などを受ける方（戦没者等の妻や父母など）がいない場
合に、次の順番による先順位のご遺族お一人に支給されます。支給要件などの審査をした結果、支給
とならない場合もあります。
1　平成27年4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
2　戦没者等の子
3　戦没者等の　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　　＊戦没者等の死亡当時、生計関係を有していることなどの要件を満たしているかどうかにより、順
　　　番が入れ替わります。
4　上記1から3以外の戦没者等の三親等内の遺族（甥、姪など）
　　＊戦没者等の死亡時まで引き続き1年以上の生計関係を有していた方に限ります。
●支給内容　額面25万円、5年償還の記名国債
●請求期間　平成27年7月1日から平成30年4月2日まで
　　＊請求期間を過ぎると第十回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください。
●請求窓口　本庁舎ホール棟　1階市民ホールまたは各総合支所住民課窓口
　　＊8月3日（月）以降は、社会福祉課または各総合支所住民課窓口に変更となります。
●事前説明会

管　　　内 日　　　時 場　　　所

市役所本庁管内

6月16日（火）　午後1時30分

厚生会館（ホール）

6月17日（水）　午前10時
　　　　　　  午後1時30分
6月18日（木）　午後1時30分
6月19日（金）　午前10時
　　　　　　  午後1時30分

熱塩加納総合支所管内 6月18日（木）　午前10時 熱塩加納会館（視聴覚室）

塩川総合支所管内
6月18日（木）　午後1時30分 塩川郷土民舞伝習施設

ふるさと会館6月19日（金）　午前10時

山都総合支所管内
6月18日（木）　午後1時30分

山都総合支所（大会議室）
6月19日（金）　午後1時30分

高郷総合支所管内
6月18日（木）　午後1時30分 高郷総合支所（大会議室）
6月19日（金）　午後1時30分 高郷公民館（大会議室）

問 社会福祉課 福祉総務係☎（24）5257または各総合支所住民課市民サービス班〔熱塩加納☎（36）2113、
　 塩川☎（27）2400、山都☎（38）3821、高郷☎0241（44）2113〕

　戦後70周年にあたり、今日我が国の平和と繁栄
の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいた
し、国として改めて弔慰の意を表するため、戦没
者等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給する
ものです。
　請求の受け付けは7月1日から行います。なお、
請求の受け付けを円滑に進めるため、下記により
事前説明会を開催します。ご都合の良い日にご参
加ください。

問
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日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行
　
　
　
　
　
　
政

6月10日（水）
午前10時

〜正午

山都開発
センター

鈴木　俊子
行政相談委員

山都総合支所
住民課

☎（38）3811
11日（木）
午前10時

〜午後3時

高郷公民館
研修室

穴澤　松雄
行政相談委員

高郷総合支所
住民課

☎0241（44）2111
12日（金）
午後1時

〜4時

本庁舎1階
相談室

小原　良一
行政相談委員

生活防災課
☎（24）5208

12日（金）
午前9時

〜11時

熱塩加納保健
福祉センター

（夢の森）

坂内　常幸
行政相談委員

熱塩総合支所
住民課

☎（36）2111

人

 

権

6月7日（日）
午前10時

〜午後3時
保健センター

渡部　惠子
丸山　キミ
伊藤　美子
幸田久美子
猪俣　　薫
花見　俊春

人権擁護委員

生活防災課
☎（24）5208

8日（月）
午前9時

〜正午

塩川保健福祉
センター（いき
いきセンター）

齋藤　富子
山口　健次

山ノ内壽太郎
人権擁護委員

塩川総合支所
住民課

☎（27）2111

11日（木）
午前10時

〜午後3時

高郷公民館
研修室

須藤　茂樹
齋藤　辰雄

人権擁護委員

高郷総合支所
住民課

☎0241（44）2111

7月1日（水）
午前10時

〜正午

山都開発
センター

小澤　新一
大関　倫朗
中島　幸子

人権擁護委員

山都総合支所
住民課

☎（38）3811

法
 

律

6月26日（金）
午前9時30分
〜午後3時30分

本庁舎1階
相談室

小池　達哉
弁護士

生活防災課
☎（24）5208消

費
生
活

6月25日（木）
午前10時

〜午後3時

本庁舎1階
相談室

横島　裕子
消費生活相談員

健

康

相

談

6月11日（木）
午前9時30分

〜10時
保健センター

　赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・
運動・育児などについて保健師・栄養
士が個別相談に応じます。気軽にご利
用ください。
　相談を希望される方は、事前の電話
予約をお願いします。
問 申 保健課 健康推進室
☎（24）5223または各総合支所住民課 市
民サービス班

休日 病院・医院名（　）内は所在地

6月
7日

（日）

入澤病院（南町）
☎ （22）0267

14日
（日）

大竹内科（幸町）
☎ （22）0241

21日
（日）

医療生協きたかた診療所（花園町）
☎ （23）3611

28日
（日）

喜多方市地域・家庭医療センター（西四ツ谷）
☎ （24）5320

7月
5日

（日）

君島内科消化器科クリニック（上町東）
☎ （24）5800

休日 病院・医院名（　）内は所在地

6月
7日

（日）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

14日
（日）

小野病院（新町）
☎（22）0414

21日
（日）

会津医療センター（会津若松市）
☎ 0242（75）2100

28日
（日）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

7月
5日

（日）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

市では、次により無料の相談業務を行っています。相談を希望さ
れる方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩
みごとや困りごとなどお気軽にご相談ください。

街頭献血にご協力を！
月 　 日 献血受付時間 場　　所

6月12日（金）
午前9時〜10時30分 山都総合支所

午後0時15分〜4時 本田金属技術株式会社
喜多方工場

　   26日（金） 午前9時30分〜正午
午後1時〜4時30分 福島県立テクノアカデミー会津

休日の当番医（初期救急）

休日の輪番制病院（2次救急）

？

問申
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4　　喜多方市美術館からのご案内

◆開館時間
　○火〜金………午前9時30分〜午後7時
　○土･日･祝日…午前9時30分〜午後5時30分
◆休館日
　6月1日（月）、8日（月）、15日（月）、22日（月）、29日（月）
問 申  喜多方市立図書館☎（22）1855

一般図書

・過ぎ去りし王国の城 宮部　みゆき
・明日の色 新野　剛志
・地下水路の夜 阿刀田　高
・孫物語 椎名　誠
・子宮頸がんワクチン事件 斎藤　貴男
・自然災害から人命を守るための防災教育マニュアル 柴山　元彦
・魔法の豆腐クリームレシピ 井出　杏海
・絵本から学ぶ子どもの文化 浅木　尚実

・アリとくらすむし 島田　たく
・医者になりたい―夢をかなえた四人の女性― 島田　和子
・100円ショップでどきどきマジック 藤原　邦恭
・酒天童子 竹下  文子
・えんぴつ太郎のぼうけん 佐藤　さとる
・ぼろイスのボス  ダイアナ・ウィン・ジョーンズ
・おむかえまだかな おかだ　ちあき
・ねっけつ！怪談部 加藤　休ミ
・アントンせんせいおでかけです 西村　敏雄

児童図書

中井精也展トークイベント
　現在開催中の中井精也展関連イベントとし
て、スライドを使ってのトークイベントを下
記により開催します。廃線前の日中線も撮影
していた中井精也氏。その頃から現在に至る
までの撮影秘話をお楽しみください。
●講　　師　鉄道写真家中井精也
●日　　時　6月27日（土）
　　　　　　午後2時〜（開場 午後1時30分）
●会　　場　喜多方蔵の里イベント蔵
●入  場  料　無料
●申込方法　電話にて要事前予約　
　※美術館入場券の半券を提示ください。
問 申 喜多方市美術館☎（23）0404

○美術館から出前美術館のお知らせ
美術館では、美術に親しんでいただくために

〈出前美術館〉をします。喜多方市美術館で収
蔵している作品を出前し、学芸員が解説しま
す。開催希望の学校・施設の方は美術館まで
お問い合わせください。
問 申 喜多方市美術館☎（23）0404問

問

申

申

問申

■おはなしドライブ　
　6月7日（日）、14日（日）、21日（日）、28日（日）
　　　　　　　　　　　　　午前11時〜11時30分
■ちっちゃなおはなしかい　6月18日（木）
　　　　　　　　　　　　　午前11時〜11時20分
■ユニットおりがみ教室　　6月27日（土）
　　　　　　　　　　　　　午前10時〜11時30分

★「第2回 郷土を知る講座 観る・学ぶ・聴く会津型 応用編」のご案内★
　喜多方の貴重な財産「会津型」について学んでみませ
んか?福島県と喜多方市の文化財にも指定されている「会
津型」。その「会津型」を使った、ワークショップを開
催いたします。世界に1つだけのオリジナルの作品を作
ってみませんか。
●日時　6月28日（日）　午後1時30分〜4時30分
●会場　喜多方市立図書館2階　第二閲覧室
●講師　会津型研究会　代表 冠木昭子さん
●定員　30名　　　　　●参加費　1,000円　　　　
●協力　会津型研究会　喜多方市教育委員会
※定員になり次第受付を終了します。お早めにカウンタ
ーまたはお電話でお申し込みください。

の『市民と市長の談話室』

◆日時･場所　
○7月14日（火）午前9時30分〜11時30分
　本庁舎 2階 市長公室
○7月29日（水）午前9時30分〜11時30分
　塩川総合支所
◆対話者　市民の皆さんなら、どなたでも対話で
　きます。
◆対話時間　1人（組）25分以内とします（受付順）。
◆申し込み　7月14日開催分は6月30日（火）まで
　企画調整課 秘書広報室へ、7月29日開催分は7
　月15日（水）まで塩川総合支所へ電話でお申し込
　みください。
※有意義な対話になるよう、お申し込みの際にお
　話ししたい内容（例:｢○○活性化についての提
　案｣など）を簡単にお知らせください。
問 申 企画調整課 秘書広報室（広報）☎（24）5206
　 　 塩川総合支所 住民課☎（27）2111

　市政に対するご意見やご
要望、まちづくりへの提案
など　市長と直接対話して
みませんか

対  話  者  を募集します

問申

7月
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年
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喜
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課
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真
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16,956世帯

49,455人

23,413人

26,042人

31人

216人

　7 4人

　3 5 9人

喜多方市の人口
（平成27年4月1日現在）

※国勢調査をもとに、その後の出生、死
亡、転入、転出の数を加減して算出した
「福島県の推計人口」の数値を掲載して
います。
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　阿
賀
川
は
、
古
く
か
ら
会
津
地
方
の
物
資
輸
送
を

支
え
る
舟
運
の
大
動
脈
で
し
た
。し
か
し
難
所
も
多

く
、
歴
代
の
領
主
や
藩
主
が
幾
度
も
開
削
工
事
を
実

施
し
、船
路
の
整
備
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　享
保
14（
１
７
２
９
）
年
、
船
の
通
行
が
難
し
か
っ

た
西
海
枝（
高
郷
町
）か
ら
深
戸（
新
潟
県
阿
賀
町
鹿

瀬
）間
の
岩
石
を
取
り
除
き
、
塩
川
か
ら
津
川（
同
町

津
川
）
ま
で
の
往
来
を
め
ざ
す
大
規
模
な
工
事
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　京
都
の
商
人
岡
田
道
幽
ら
が
請
負
っ
た
こ
の
工
事

は
ひ
と
ま
ず
成
就
し
、
会
津
と
新
潟
ま
で
船
で
の
輸

送
が
一
応
は
可
能
と
な
り
ま
し
た
。道
幽
ら
は
そ
の

功
績
に
よ
り
一
時
廻
船
業
の
実
権
を
得
ま
す
が
、
長

く
は
続
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　こ
の
石
造
五
輪
塔
は
享
保
19 （
１
７
３
４
）年
、
難

所
の
一
つ
西
海
枝
ノ
瀬
の
ほ
と
り
に
工
事
の
成
就
を

記
念
し
、
工
事
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
建
立
さ
れ

た
も
の
で
す
。藩
政
時
代
の
阿
賀
川
通
船
工
事
を
知

る
う
え
で
、貴
重
な
石
造
物
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

■
所
在
地

喜
多
方
市
高
郷
町
上
郷
字
上
野
原
丙
１
３
９
８

－

５

  

文
化
課
文
化
振
興
係

☎（
24
）５
３
２
３

市町村史で先人の残した遺産を訪ねてみよう。
「喜多方市史」「熱塩加納村史」「塩川町史」「山都町史」「会津高郷村史」絶賛販売中。詳しくは文化課まで。☎（24）5323

市町村史販売
のご案内

し
ゅ
う
う
ん

さ
い  

か     

ち

ふ
か  

ど

か
の

ど
う
ゆ
う

市有形民俗文化財【高郷町】総高180㌢㍍

石 造 五 輪 塔石 造 五 輪 塔石 造 五 輪 塔
せき ぞう ご りん とう

問  問 せ

今月のおもな内容
６月は環境月間………………………………………②
市立図書館が文部科学大臣表彰を受賞…………④
あなたの家の耐震化は大丈夫ですか？……………⑤
市の財政状況をお知らせします……………………⑥
「子育て世帯臨時特例給付金」が
支給されます…………………………………………⑧
きたかたフォトニュース………………………………⑭
国勢調査が始まります………………………………　24

　

５
月
17
日
喜
多
方
蔵
の
里
で
春
の
茶

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
六
年
生
の
女
の
子
が
心
を
込
め

て
お
茶
を
点
て
る
様
子
を
、
心
配
そ
う

に
祖
母
が
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

中
庭
で
は
煎
茶
も
振
る
舞
わ
れ
、
初

夏
の
爽
や
か
な
風
の
中
、
至
福
の
一
杯
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。




